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しかし、地域の皆さまや関係者の皆さまのお力添え
のおかげで「愛のくじら」も無事２周年を迎えるこ
とができ、新たに「愛の大地」「愛の凪」2つのグ
ループホームを開所することが出来ました。
この場をお借りし、深く感謝申し上げます。

現在、「愛のくじら」では１０代から５０代と幅
広い年齢層の方１０名が、共同生活を送っておりま
す。平日の日中は一般就労している方や地域作業所
へ行かれている方など、様々な職業形態で働かれて
いらっしゃいます。
お休みの日はみんなでお出かけや、イベント事など
を行いたいところですが、現在コロナ禍ということ
もあり、入居者全員で行事などは行えませんので、
ちょっとした時間に入居者同士でお話をしたり、買
い物に出かけたりと職員や入居者を交えながら仲良
く生活を送っております。「愛の大地」「愛の凪」
でも同様に仲良く、過ごしやすい生活の場を提供し
ていければと思っております。

ここで障がい者グル－プホ－ム（共同生活援助）
とはどんな所であるかを、簡単に紹介させていただ
きます。
障がい者グル－プホ－ムとは一言で言うと、障がい
のある方々が、地域の中で日常生活の支援を受けな
がら、共同生活を送る障がい福祉サービスの一つで
す。

裏面へ続く

「愛の大地」・「愛の凪」
石 井 所 長 か ら の ご 挨 拶
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皆さま、こんにちは。

２月より開所致しました障がい者グループホーム
「愛の大地」「愛の凪」の管理者の石井恵美子と申
します。

アイシマには今回開所させていただいた「愛の大
地」「愛の凪」の他に「愛のくじら」という障がい
者グループホームがあります。
「愛のくじら」は、アイシマ初の障がい者グループ
ホームとして令和２年２月に開所し、私は管理者と
して2年間過ごしました。
元々私は訪問介護「あいしまケアセンタ－」に入社
し、１５年以上勤務してまいりました。
その後、私にとっても、アイシマにとっても初めて
の障がい者グループホームの愛のくじらに配属とな
りました。
今までも障がいがある方への支援をさせて頂く機会
も多くありましたが、24時間一緒に過ごすことは初
めてで、不安の毎日でした。

愛の大地 愛の凪

愛のくじら



編集部後記

アイシマの日常をSNSで発信

いいね！&フォロー
お待ちしております♪

3月になり、暖かい日も増えてきま
したね。
先日高校生が卒業式から帰る姿を
見た時、自分の卒業式を思い出し、
懐かしさを覚えたのと同時に、自分
も歳をとったと実感しました（笑）

管 理 職 研 修
の ご 報 告

障がい者グループホームとしては、まだまだこれか
ら学ばせて頂くことがあります。
今後も利用者さま、職員ともに手を取りながら少し
ずつ成長をしていけたらと思っております。また、
勝手ではありますが、引き続き皆さまのお力添えも
頂ければ幸いです。

最後になりますが、まだ寒い日もありますので、く
れぐれもお身体にはお気を付けください。何卒ご自
愛専一にてお願い申し上げます。

入所施設とは違い、地域にある一般的な住宅で利
用者一人ひとりが各々にあった支援を受けながら自
立した暮らしを目指し、生活する場所となっていま
す。
グループホームの種類にもよりますが、アイシマの
障がい者グループホームでは入居者を支援する職員
が３６５日２４時間支援体制でホームに常駐してい
ます。
支援内容といたしましては、「料理」「洗濯」「掃
除」「金銭管理」「服薬管理」・・・等々、日常生
活における支援の必要な部分や、入居者の心身のケ
アをお手伝いさせていただきます。

レ ス ト ラ ン 風 の 音
か ら の お 知 ら せ a

3月7日よりレストラン風の音の営業が変更になりま
した。
・営業時間は11時～21時となります。
・アルコール酒類のご提供を再開させていただきます。
尚、酒類のラストオーダーは20時30分となります。

・1テーブル4名様までのご案内となります。
（全席にアクリル板を設置）

・ご宴会も承りますので、是非ご利用ください。

引き続きマスク会食にご協力をお願い致します。


